
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title

DVDの標準化に見る日本企業の事業戦略 : 標準化によ

る新たな高収益ビジネスモデルを求めて((ホットイシ

ュー) 国際的技術標準戦略と研究開発 (3), 第20回年

次学術大会講演要旨集II)

Author(s) 小川, 紘一; 新宅, 純二郎; 善本, 哲夫

Citation 年次学術大会講演要旨集, 20: 1020-1023

Issue Date 2005-10-22

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/6237

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般論文



2K14 DVD の標準 ィヒ に見る日本企業の 事業戦略 
一 標準化に よ る新たを 高 収益ビジネスモデルを 求めて 一 

0 小川 紘 Ⅰ新宅 純 二郎 ( 東大ものづくり 経営所 ) , 
善本哲夫 ( 東大ものづく り 経営所Ⅰ同志社大商学 ) 

]. はじめに や部材相互の 依存在 を娃 抹し、 独立した部品の 輯合せだけでⅠ 産 

* 穏の且的は 、 目 * 全集 に 兄 ろ DVD の 穏串 七 % 文杖 廿を技 品 でさるような 仕穏み 作りに 臆 甘される。 すなわちⅡ 叩と マイクロ・ コ 
アーキテクチャ 廿の仮点から 甘 じることにあ る。 笘串 化は拉 桁の マ 一 ドが主 むする 技品 では、 6 株的にモジュラ ー 化が加速される。 槻 

ニュアル化やオープン 化を加速させ、 現品アーキテクチャを 擦 り合 えば DVD 技 A でまも 氷り 擦り合わせノウハウを 含 むフォー 力 シン 

せ 型からモジュラ 一型 (% み合わせ型 ) へとダイナミ y クに至 化させ グや トラッキインバが D 憶 Ⅵ 鉢 rvooL8l の中のマイクロ・コード ) に 

る。 この 臆 せ文化がキャッチアップエ 集 由 に市なⅠ人の 棋会を与 よって、 また 技 Ⅰの 佃穏圧せ メディアの 互 杖柱を億持する 上で仮も 

え、 唾 コスト化， 大 Ⅰ 甘 及への迫を弗き、 そして先進 エ 粟田 (8 億 深いノウハウを 吉む 半に体レーサの パワ叫 コントロールが W Ⅱ te 

人 ) から BR@ 后由 (25 Ⅰ 人 ) まで世界中の 人々に 恩る をもたらす。 St 「 ategy(LSl の中のマイクロ・コード ) によって 俺俺 されるようになる 

CD- ポメチィア は 2 ㏄ 4 年に 1 ㏄は杖を超えて 成 在中であ り、 DVD  と、 ま 幹枝 街 ・ 笘 幹部品の相互依存性は 大仁に 俳 抹される。 そして 
0% 笘 メディアも 304 杖を埋えて BRlCs から更にその 用 辺由 まで LSi Chipset や光 ピックアップを 入手するだけで ，散日前まで 畑仕ウ 

托 たな 市肝を叢 いた。 さしていた人ですら 仮先牡技 折の DVD 技 宙を埋み立てられるよう 

しかしこれを 目 * 全集の視点から 克 ると全く ス なるⅠⅠとなる。 になる。 

甘えは DVD 技 Ⅰや DVD メディアを仮にとると、 目 * が笘億技椅 ・ このように、 Chipset の内林を棚成するⅡ PU やマイクロ・コードに 

且且Ⅰ 尭 ・ 市牡毘拓 および 由由 的な 笘単化活 時の全てをリードし は、 塞珪 部品や田神技億の 相互依存 桂を牡 目する擦り合わせのノ 

てさたにも 妹 わらず、 甘反 して 4 ～ 5 年 接 には 赤キ接 迫を余はなく ウハウが全て 封じ込められおり、 パソコン と 同じように、 却品を % み 
された。 すなわち 圧億 的な技 穏力 を打Ⅰに血珠 楳串化 を推 叢 して 合わせるだけで 現品を作れる 仕掛けが出来上がる。 生益のことな 
も、 必ずしもこれが 目 * 全文の 妓争仮位に匝笘 せず、 援車 他を ウ がらよ先攻 め DVD 名品には。 出祐 される初期の 皮 宙 で相互依存 睡 

集は略に放り 込む上で非常に 太さな 曲 Ⅰとなった。 標準化によっ を完全 に娃 抹するノウハウが + 分には 宙荻 されず 打り 合わせ型と 

てもたらされる 日本企 案 の 俺争 Ⅰ位は、 OWD 技 Ⅰ、 メチ ィア とこれを なるが、 コストダウン 枝柿 や Ⅰ支柱計のプロセス、 更には 歩廿 をぬ 

支える キ 幹部品・拓幹部材・ 技走枝 Ⅰなどで 憶 立った追いを 克せる 上させるプロセスでは、 マイクロ・コード 技 伍を枚に携幹部品の 相 
が、 この 迅 いは技術 力 というよりもその 技品 が内 捧に 持つ且且 ア一 互依存硅を億席して 俳 抹する方向へと 技億 革新 が 進む。 これが ま 

キテクチ ャ とその 机 洋文化に大きく 依存する (]) 。 臆で走 Ⅰされる， 擾品 アーキテクチャのダイナミックな 棚造在ィビ で 

あ り、 モジュラ ー 化が 襄 棲まで 玉 むと、 技 荷吉荻の少ない キヤ ソチ 
2. 接品 アーキテクチャのダイナミ ゥク な 廿垂 忠七 アップエ集田の 新兵士 集 でも 圭 幹部品さえ 流五 すれは 苗 単に市 廿 
VTR などアナロバ 技行か全丑 01970 ， 1980 年代は、 穏串化を キ 人でさる 俺 なかでさる。 そしてオーバー・ヘッドの 小さな新 央企 

ま辞して自社規格を 甘皮させれば 必ず高取 接に 株がるという 幸打 典のⅠ人が全世界で 二 % な 伍拮俺争を傍尭し 、 オーバー・ヘッド 

な 時代であ った。 しかしⅡ PU( マイクロ・プロセッサ 一 ) とこれを 俺 か が非常に大さい 口 * 全集 は市廿接 退への連を歩む (2)0 
す マイクロ・コード ( ファーム・ウエア ) 技 伍の求車的な 尭屈 によって、 

楳車 化が企圭の手 集億 暗に与える 杉 再は本文的に 支わってしまっ 3.DVD の     
た 。 この 有 まにあ るのが 技品 アーキテクチャのダイナミックな 棚せ ロ ] に且且アーキテクチャから 克 た DVD の 笘串 七 % 亜を示す。 
在 化であ る。 抗 えば DVD のようなデジタル 拮 たの標準化では、 技 DVD フ オーラムの 届 りには ユーサが匝接 目にするⅠ 技技吊 として 

品 のまネコンセプト (4.7QB) とこれを実現するために 必 まなⅠ秦 の上位レイヤー (DVD 雙 Ⅰや DVD メディア ) だけでなく、 これを支え 

技帝 ルーサ波長 や 塞板肛など ) をぬ走することから 拮 まるが、 る下位レイヤーとしてのま 幹部品・基幹部材および 技近杖 Ⅰが巨 

DVD を 里 & 化するれ合は、 まず 楳串 化で れ捷 されたⅠ 秦技億 をべ 大な文集として 位 Ⅰ放りされる。 DVD の ぬ 柑を作 

一スに田幹部品・に 幹材 俺の内部位穏を 確立し、 次に外部位 榛 ( 外 るな合は、 まず チ ジタル 昧田を 135 分入れるための 吉 Ⅰ 4.7QB 
靭援甘 、 外部形状、 も 気的 インタフェースなど ) を定め、 これをⅡ 叩 が定められる。 そして、 基板の肛 さ ・レーサ 波丑 ・チータの 紀俺 再生 

と マイクロ・コードに 迫笘 させる 作 支へと移る。 そのゴールは、 部品 条件・ディスクの 子一タ 細牡十 ラックピッチ ，ディスウチルト ( 接さ ). 
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4.DVD の田も化Ⅰ 且と 日 * 正 棄の抗争力 
田 2 にスマイル・カーブから 克た DVD ビジネスを・ 田切の 位ユ 

    
チータ文なⅠ方式・ 仁弛吊文・ ェラ 一打正方式など、 4.70B を 兵 現 
化するためのⅠ 本 的なな 帝技街が 規定される。 DVD 授品 の 枝計段 

宙 では、 上紀 のま 帝技 裾を中 枝 に据えながら 田幹部品の仕様 検村 

に人 る 。 これは 4.70B の 技 % を紀枝メチ ィア ・ 光 ピックアップ・ LSl 

Ch@p6et などの 汚 幹部品に 枝 % 分担させるプロセスであ り、 ここから 
それぞれの部品の 力部位 穏が 決まる c1970 ・ ]980 年代と大さく ム 
なるのは、 汚玲起品 のそれぞれでⅡ PU やマイクロ・コード と笘 合す 

る外部位 榛 をぬ 走 する点であ る。 DVD 技 Ⅰメーカには、 Ⅱ W  とマイ 

クロ・コードを 使って 多 Ⅰ多祥なⅠ 玲 部品を校合する 技 百体 莱が棚 
推 されており、 ま幹部品とマイクロ・コードの 作り込みによって 部品 

相互の依存 桂が 穣々に 排 抹され、 拙 立した 却 品を単に埋み 合わせ 

るだけで大ユ 生 主でさる 仕廿 けがでさる。 これが DVD の柱材 と技 

造技侍で Ⅰも主要なノウハウであ る。 この 臆昧 で、 DVD の上位レ イ 

セー としての 技ユ ・メディアは 、 田 ] で内部 桂圭が モジュラ一型のオ 

ープン・スタンダードに 位且 付けされる。 

しかしながら、 先日ソクアップ 巾 h@et. 色素材料など、 DVD 規 

格を其体化するための 汚 幹部品や部甘の 力帯 牡 造は規格 宙で規 
走 されない。 中坊はプラックポック ス となって各社の 技 街弗克た丑 

ねられる。 したがってま 林部品のち 集 メーカあ るいは部品を 担当す 

る部材 は 、 DVD 技 Ⅰを担当するチーム と仁 別には 略 的な 臆尭契 % 

を 笘び ・ DVD の舞Ⅰ化 技 街と 幹部品・神村とを 汚 内林で擦り合せな 

がら古品化を 叢 める。 当抹 のことながらこれらの 憶 きは 挺秘で 行わ 

れて去に出ることはない。 したがって 汚 幹部品の位Ⅰ取りを 田 ] で 

表現すれは、 下位レイヤ一に 位Ⅰ取りされて 操り合せ型クローズ 

やインタフェースとなる。 これは 光巳 ソクアップとこれを 柑 成する 半 

サ体レーサ・マイクロ 先手 系 ・非球面レンズとのⅠ俺でも 俺 じであ り、 

汚 幹部材も擦り 合せ型のローカルなクローズド・スタンダードに 位 

Ⅰ取りされる。 また部 & や部材 を技造 する 枝 Ⅰも、 DVD メディアの 

挺進メーカ や 色素 ノーか穏は メーカなどと 佃 別の擦り合わせを 程 

一 10 

取りを加味しながらⅠ均した。 C 主 ROM や CD-R/RW の % 台と同じく、 

目 * 全文はお幹部材・ 汚珪却品 および 仮亜枝 柑など、 田 ] の擦り 

合せ型 ク 口 + ズか スタンダードに 位 口付けられる 出品で圧 屈 的な 

益さを持っている。 また何時に目 * 全集 は 、 良文な仁人スーサ と 

の 擦り合わせで 棚 無される ユ ーサ・インタフェース ( 技品 のは 珪 、 温 

品の克せ 方 ) とこれを 市廿に 伝えるプランドカが 億 捜する 市坦 、 即 

ち 田 2 の右上に位Ⅰ取りされるコンスーマ 市牡で 大きな正位桂を 持 

っている。 一方、 ロ ] で上位レイヤ 一のモジュラ 一型オープン・スタ 

ンダードに 位 Ⅰ放りされる 且且 は、 全てが 田 2 のスマイル・カーブで 

中央とち下に 位Ⅰづけされ、 日本全文のシェアは 小さい。 甘ロ・合 

田 2 スマイル・ トブ から見た DVD ビ ゾネスの日月 位 Ⅰ取り 

  
マイルチ手下Ⅰ 夫 Ⅰ 
Ⅰ。 。 " >70,"" 吋 
@ ， W-@ ， *-h>70@   

汀 ・中ロ の 土圭 は 、 巨大な技荷吉杖をもつ 日本企 圭に DVD の 楳単 

七をリードさせはするが、 それぞれの目が 持っ 此 Q 億社をま 大 Ⅰ 

に活用しながら 低コスト 技造や ブランド 不 Ⅰの OE Ⅱ /W0 片前 臣 で 

徐 々 にシェアを 伸ばし、 大 Ⅰ 甘 及の兆しが出た 4.5 年稜から日本 
全集 か 劣勢に立つ。 このⅠ向は 19 ㏄年代におきた CD-RO 甘や 

CD-R/RW の % 台とほとんど 同じであ り、 Ⅱ PU とマイクロ・コード ヵ隻 

たらすモジュラ 一型への転換が 楳串 化によってこれが 1 に 加 まさ 

れ、 轄 幹部品が 寅訂 するそのタイミングから 口 * 全集の億年 力が 

悠涼に 失われる。 

その仮枕的な ウ俺 として DVD プレーヤ一のシェア 推移を田 3 

に示した。 技街 の 宙租が 少なく DVD の標準化で技 億 的な二 %6% 

かった中口全文が 、 モジュラ ー 化が 擁 棲まで進んだ DVD プレーヤ 

一のビジネスでは 既に全世界の 45% 以上のシェアを 占める。 そし 

て圧俺 的な技荷力を 持って 穏串 七をリードした 日本企 集は 、 中日 

の 半分以下のシェアへと 俊也した。 中日に代表される キヤソテ アッ 

プ型 エ集目 は 、 擾品 アーキテクチャがモジュラ 一型 へ至 化して 塞 
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田 3DVD の市神推移と 中日全文のⅠ 進 
  

クチュ ェ 一タ や 光束 穏臼を改 立し、 その上でこれらを れ 合する 

W Ⅱ teStrategy を 、 榛り 合せ型の弗大な 実検によって 再棚 推しなけ 
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甘 五ァ ' 棚 ' 牡 め 。 辿 ' 甘 ' 沖 ' "m  , 。 田 旺 和してさ fcoDVD- Ⅱ u Ⅲ， DV 併 Du Ⅲおよび DV か Mper  Ⅱ u Ⅲなど、 

。 Ⅰ全集 Ⅱ %  a%  4 株 4 株 4%  4%  拐ミフ オーマットが 全く 俺 なる 技億の DVD メチィア をⅡ PU とマイク 

。 。 オ 土圭 め廿 ⅠⅩ ⅡⅩが 笘付廿 42 Ⅹ 払 Ⅰ 4%  ロ・コードの 力 でサポートする 接捷 アップも 、 放 Ⅰすれば あ ず モジュ 
.QAwae  Inn  defined  here  ndude*  font  venture  cornpany  b@two@n  Qiin@se  andTaiwanase  Inri ラ 一型にシフトするな 品を再び擦り 合せに 瑛す Ⅰきをし目 * 全文 
眈甲 ' 拍 ' 時宙 Ⅰ ゆ鱗 ) 

のシェア 悠拮を防 いでいる。 デジカメに於ける 田森 拙俺争も 、 温品 

幹部品が 荻近 するそのタイミングで 市旺 ウ入 し、 非常に小さな す 一 アーキテクチャがモジュラ ー 化へ 笘拉 するのを阻止して 偉 斧正位 
バ一ヘッドを 武器に価格抗争を 仕掛ける。 一方、 DVD の 垂硅技行 ・ を 笘 持する 代技 的な 臆仁 であ り、 これまでの目 * 全文 に 失計した 

塞玲 部品・ 笘 幹部材そして 技 品目 尭 ・杖を化 清 め・新規 市朋目拓 ・ 珪ち パターとなる。 
技造技億の Ⅱ尭で多くのリソースを 投入した日本企 菜は 、 伍廿 下 

拝による名利の 本法な巨歩によって 技帝弗 尭を支えた巨大なオー 5 上日本の枝折を 世 耳仮 むね廿に封じ 込める 

パー・ヘッド ( 正月リソース 笘持を吉 0% 光生た 用 ) を吸収できず、 口 ] で下位レイヤ 一に位Ⅰ取りされる 田玲 部品， 窩甘は 

赤き 扶 王への迫を歩む。 これらのむ祝は 光チ ィスク ま文だけでなく、 正期にわたって 技り 合せ型を億持し、 目 * 全集 か 王仁的な 俺争 Ⅰ 
Ⅱ PU とマイクロ・コードの 技伍 Ⅰ斉が進む チ ジタル 宝 Ⅰ やチ ジタル・ 位を持つ ( 田 2 の ま ) 。 DVD メディアでもも 付ぬ伍 Ⅰの 宙い色帝甘 

ネットワーク 並立文、 更にはモジュラ ー 化が 擁牡 まで 王 んだ 牛 耳 佑 卸を仁にとると、 日 *0 色 沫 メーカは DVO の 穏串 セリーダー全文 

立文でも 共妊に兄 られる五 % であ る。 したがって五期にわたる か技乗 する規格協定 め プロセスで 牡臆 的な 迫 杖を穏み、 これによ 

R80% 寅を椎 持して 宙枕 する従来のもの 下り 億力 だけではなく、 ま って自社の知 肝に 守られた亡帝および 目 逸する DVD メチ ィアの 且 

た R&D を知財 に宙拉 する 鹿力 だけでなく、 由憶 的なレベルで 如肝 せ ノウハウを、 由憶 標本 に朋り 込ませることがでさる。 そして、 世界 

を Ⅰ現する 埋億 推力を育成し、 その上で知財 を甘轄 にした 折 たな 中の企集 か 目 *0 色穏を使って 温品 化する 畦坑 がでさあ がる 0% 

ウ 求車 略 の 構簗が 目 * 全文 に 求められる。 仮晶アーキテクチャの 仇めウ 傍が、 小型 埋 市田モータ、 先 ピックアップ、 再出力レーサ 、 

モジュラ ー 化が幕串化によって 屋連 され、 田憶 的なレベルで 技伍 マイクロ 先 宇部品、 OE 窩 非球面 2 無点レンズ、 更には分子Ⅰが 億 

払故 が起さ あ くなるとし め臆味 で、 1980 年代のアメリカに 兄ろ，行 宮にね卸されたポリカーボネート 柑苗や DVD メチィア の森 造枝 Ⅰ 
攻仁 との 遼拐 " が め Ⅰなのは甘うまでもない。 など、 決して表面には 出ないものの、 部品抜荷・部材 技億や技造技 

帝など多技にわたる 日本の技 伍が 口車 楳 串の中に用 り 込まれ、 日 

5.DVD に 且 6 日 * 全文の括たな 正ち パターン * 全集に圧 宙 的な 俺争仮位 をもたらしている。 このような 技 街や 如 
5 Ⅰ枝折 甘括で億り 合せ主に引 さ 良サ 財の届 け 込みは、 目 * 全集が DVD の 荻串 七をリードし、 規格の り一 

技 荷車 % をリードし 使 ける 屈尭技酪が 、 日本全文の且手口位を グー 主菜との 技り 合せ 距 Ⅰが短い 硅接に Ⅰかれて初めて 可蔑 にな 
生かす代表的な 臆ち パターンであ る。 祝えば 提俺 ・再生のスピード る。 VTR が甘 * に 稗田部品主菜 や温造技り 血文を生み出したのと 

が 4 拮の苗 ま 桶でも、 半年～Ⅰ 年億 にはマイクロ・コード ? 技億が Ⅰ接 角 じ俺援が 、 DVD の 桶車 七をリードすることによって 日本に生み出 

する。 そして 笘 幹部品の相互依存桂を 完全に貼用できるようになっ された。 

て淀 訂するが、 口 * 全集はそのタイミンダを 兄 計らって 全棋 Ⅰを 8 

倍速にシフトさせるは 憶を採る。 これが文型的な ウ 男であ る。 DVD  5,3 校荷力と知 肪 を % Ⅰにしたグローバル 迫田 
を宙 まで 紀 抹するには、 レーサ光を当ててチータを 紀 抹させる 色 楳串 化のプロセスで 朋り 込む 授 大な知 肝と Ⅲ 且 アーキテクチ 

まき 分子合成にまで 甘 りながら改良し 、 更には新たな 六出力 レ 一 ャ 0% 棋 とを % み合わせ、 これによって 生み出された 代表的なⅠ 

サを擾 異化し、 ディスクの高遠回転に 迂琳 できる九 % ヵ アップ・ ア ち パターンを姉ま 化ギメデ けの経営システムに 克 ることができる。 
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三ミ七字 沖 存は日本で有 億 の抜荷 力 を持って次々と 擦り合わせ 

型の捜 品を席弗し 、 これを支える 知 肝を生み出してきた。 しかし 摂 

品 アーキテクチャがれ 遠にモジュラ 一型へ転抹されることを 前提に 、 

決してⅠ 珪枝寅 はしない。 自ら 品克 した擦り合せ 型の笘幹枝 街や 

擦り合わせ型の 汚 幹 森村、 そして 大 Ⅰ生産を支える 榛り 合わせ型 
のプロセス 技 % を 、 オ ー パー・ヘッドが 小さくモジュラ 一型 ミ 品が任 

宝 なキャッチアップ 型エ集 ロへ 提供しここから 授品を OD Ⅱ /OE Ⅱ 

Ⅰ 在 する、 というアーキテクチャ・べ ー スの 由 億分 莱モチル を 億億 

させている。 

二 % 七 % メテ ・打はその上で 更に、 ブランドカ・ 販売チャネル・マ 

ーケティンバカを 甘億に 持ち、 OD Ⅱ /OE ⅡⅠ逸した 里 品を付加佑佳 

の 宙い 上位のビジネス・レイヤ 一にシフトさせる 軽首 システムへと 

進化させた。 0Q Ⅱ /OE Ⅱ 甘 達する 柏 せは 碗 Ⅱや㏄ mpaq の 臆略と 
同じであ り、 また 半コ 林産 集に且 られる フ アプレス CT 肝を持たず 

に推計・ 弗完に 特化 ) 全集の 肱憶と曲 じであ り、 隻旦 アーキテクチャ 

がモジュラ ー 化の在はに向かう 里品 ( 珪集 ) に 共 訂するⅠ ち パター 

ンであ る。 しかし三支化 宇メテ ・ ィァ の 拙 Ⅰ桂は、 日本企 栗が待億 とす 

る沫肛 の 技街 力と 枝り 合せ型の里江 技 % を DVD が 楳準 化されるプ 

ロセスで規格 へ用り 込み、 DVD 技届か モジュラ一型へと 急速にシフ 

トする 市肝 では知財と枝 街 ノウハウを テコ にしながら Dell/HP のモ 

チ ル も句碑に支下した 点にあ る。 この 拙ぬ 的な経営システムによっ 

て 三ま 化 宇は世界一の DVD メディ 7 Ⅰ 売 会社に革進 し、 大きな利益 

を生み出した。 

5 Ⅰアーキテクチャ ，べ ー スの土栗 % 台 
DVD 技 Ⅰの現品アーキテクチャがダイナミックに 転棋 されること 

を 甜挺に 、 これを推古システムに 取り込んだ代表的な 車 傍が 1999 

年に発足した 三まⅠ 柑 と船井 セ 援の企 集 連合 (DlQlTEC 社 ) であ る。 

D@Q@TEC は 、 技り 合せ型が 紬 方ではあ るが太さなオ ー パー・ヘッド 

を持つ三支Ⅰ 援と モジュラ一型が 待 臆で 非常に小さな す一 パー・ 

ヘッドを持つ 油井た棋が 連 拷したアーキテクチャ・べ ー スの全集立 

合であ り、 且條 の全集混合が 日立と」 Q れ子にも 克 られる (3L 。 ここ 

で 田森すべさは、 DVD フォーラムの 主要ダンパーとして ユ Ⅰ知財 を 

牡る 三支Ⅰ技が 5 Ⅸを 出 交し、 Dl0@TEC を三支も援の 子会社に 咀 

み 込んだ点にあ る。 三ま Ⅰ接は DlGlTEC が 穏ぎ 出すキャッシュ・フ 

ロ一によって 大きなオ ー パーヘッドを 吸収する。 一方 DVD の挺進・ 

仮 充 て 実化的なま 汀 牡を持つ船井 ユ 偉は、 DVD コストで大きな 臼 

合を占めるライセンス 器を三 % Ⅰ接の知 肋肱 暗によって大仁に 軽 
旺 することができ ( 田仮 5W の妨 ま ) 、 モジュラ ー 化が 援恩 まで進ん 

だ DVD プレーヤ一ですら 中日全文に + 分対抗でさるコスト 無手 力 

を手にした ゥ さらに船井Ⅰ枝はトヨタに 劣らぬプロダクション ，システ 

ム (FPS) を持っており、 技 荷力 を甘 Ⅰにした拓幹部品や 部材の内 

皮化によって 中田企 集 より更にコストを 引き下げることがでさる。 

図 2 に示す船井Ⅰ援は、 日本企 采 でもアーキテクチャ・べ ー スの 妻 

匝は合モ チルを採れば 中ロ / 甘口合 菜に 対抗できることを 示し、 

20 ㏄年には世界一の DVD プレーヤ 叫 メーカへと革進した。 従来 

から言われたモジュラ 一也 = 水平分 集 としげ 単穏 な桂田ではなく、 

アーキテクチャ ，べ ー スの 垂 立技 合モチル よって新たな 接ち パター 

ンを作り出したという 帝味 で、 拙比 的な目 * 的もの造り軽 皆 モチ ル 

がここに生み 出されたといえる。 

今接も モジュラ ー 化が進めば進むほど DVD プレーヤ一の 仁拮 

が 下落し、 全体コストに 占めるライセンス 卸の乱 含 がますます大き 

くなる。 もしキャッチアップエ 集由に対する DVD の知財 が WTO ルー 

ル下で 億宙に Ⅰ 現 されるなら， DlolTEC に航を見る日本型の 垂 臣 

ほ合モチル が、 年面 ] Ⅰ台を㍽える DVD プレーヤ一の 市廿で圧億 

的な 且争 力を取り戻す。 田憶穏準 化を日本企 采 の 且 年正位 に臣拮 

させる仕掛がここから 作り出されるであ ろう。 

Ⅱ PU とマイクロ・コードの 抜荷 は 今後もますます 進化・ 尭 屈す 

る 。 部品 ま莱 ・ 帝材ま 集など、 Ⅱ PU とマイクロ，コードが 迂 席田 珪 な 

亡友を拾き、 今佐の日本企集を 支える多くのな 品ではアーキテク 

チャ棚下がモジュラ 一型へ転換する 流れを 違 けて 丑 ることはでき 

ない。 したがって今後の 日本全集が新たな 珪ち バターンを 兄 出す 

ために、 里品 アーキテクチャの 視点に立った ウ 集は皓を由枝的な 

桶串化活劫に 組み込む 必 Ⅰ牲が更に高まってきたと 息う。 。 

注 : 本研 交は、 経済 珪圭牛 ・標準化経済 佳 研究会が 2 ㏄ 4 年Ⅱ月 
から 2 ㏄年 2 月に行ったケース・スタチ ィ 一にもとついており、 

この合田推進にご 尽力頂いた経済 珪 文帝 技伍硅坑用 の 枕 田 

主 丑 ・ 江臆圭技 ，吉川治兵 ( 親田 汀授作所 ) 、 およびⅠ五チ 一 

タの技現 にご 窩力 頂いた東大大宇枕経済研究碑の 中川功一 

氏と竹Ⅰ市民に 患 宙 いたします。 
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